
地学しずはたによせる : 随想

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2011-08-30

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 伊藤, 通玄

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00006050URL



'地学しずはた ， Rょせる (随想、)

伊 藤 ~通玄*

昨年はソ連の月ロケットの成功 ・ 感 昼 間 ス テ ー シ ・ ソ に よ る 月 裏 面 の 録 影 ・

.・と 国際 的 に は 「 宇 宙 時 代 始 まる !Jの問を実感をもって聞くことのできた

年だった。しかし園内的には皇太子成婚。明るいニ皐ースも伊勢胃古風の爪 跡
、

にか き 消 されて Lまった感がある。

9月 26日， 紀伊半島南部に上陸 .ヌド州を縦断 して翌 27日 .千島方面にま

った台風 15号は伊勢湾台風申告。示す通り，伊勢湾を中心に広大な水役相.

葉大 在 倒纏輸とともに 50 0 0名に近い犠牲者を出1-.我が 国 提 密 史 上 :!'れに

みる大惨容を詑録 Lた，そして こり毘瞥をめぐって我が国防災対策の手由るさ

が鋭く指怖され.今後の防民施設の構策は園家的規模で.事方商から総合的 ・

科学的に検討されねばならない ことが関係者共通の声として述ぺられている。

特に台風時の高潮による被害 D悲劇的な こと.しかも 我が隠主要港湾り多く

が最大気象車:¥200cm以上を記録しており .顕著な高潮は年一回 .破 壊的な高

槻は約 9 年に一回の~~告で我が園町 E 乙かをお そうことが統計的に知られてい

る (，自然， Vol 14.品 12.1959.P.P 14 - 17 )ことから考えて.こり貰

脅から屈を守るためにはいかに邑憶の経致をかけてもかけ過ぎるということ は

ないe 国防とはまさにこのためにこそ考えられるべきではなかろうLか?

一 それ に つけても .この極防車計画に対する考え方としてよ〈引却されるオラ

ングの例につき .朝京氏が「ゾイデル海0)*防とロ ーレ ンツJ('自然， Vol 

15.晶 1.1960. P.P 3 - 5 )において述べられていることがら Eいたく感銘

Lたので，その概略をしるし.編集干に対する弘の置を梨したい.

埼図を 見ればわかるように .現在ゾイデル海に相当する所は干拓が進 み.北

海に面L-f~ ダムによっ t 淡水化した旧海商はイゼエル湖と呼ばれているが.

1 9 3 Z年 以前 (ダム完成前)こ の部卦は北海に面した大きな湾入と Lて.し

は Lば;Jc曹にあい .そのたびに多く白犠牲者を出 Lていた.特に 19 1 6 ~手 1

月には北海から激 Lい高潮がお毛ヲてゾイデル海町護岸堤防がこ Y所決嬢 L

ア ムステルグム北方に今大洪水がお e.~その犠牲は大変なもりであった。そ こ

でオランダ政府は銀本的な対策と Lてゾイデル海の入口を Fム1でふさく大計 画

をたてたが .大きな難問にぶつかった.それはゾイデル潟町北方.北海に面し
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て並五ワ，デ γ 諸島(西フリ ー ジヤ 話尚)とグムにはさ まれた海域(ワッデ γ

it;)<9潮 の上げ下げ が どのように増加するかという問題であ った.あ る説では

『その増加は 6インチに過ぎ由とされ .ある鋭では 17.フィート以上になる とい

う.これではワ?デン地方の源弾庭防をど作品け町高さにするか決めようがな

い，も L低〈すぎれば万ーの場合位大変なことになる1.-.高すぎれば莫大な国

賓の浪費になるわけである.

こうした場合 ，楕 説 の 折 衷 案 を採則して直ちに工事にかかるのも一法であろ

うが .オラ ングの政治家はそう Lなかっ t.:.0 まず， こ の問題を科学的ヒ、研究す

るというきわめて合理的な方針に 従 っ て .I 9 I 8年にこのための吾員会を作

り ，その委員長として H・A・Loren七Zを起刻した.彼は世界的な大柑理学者で

あったが.土木事業には ズ プの・ンロウトであ τ=-t.こ。土木事業に関する委員会の

長 として土木 学 者でも機械学者で も な い LJrentzを選んだことはオラ γ ダ政

府の大英断であった. (なお .副委員長には土木工学者Wortmanが選ばれた.) 

この委員告は I9 1 8年に発足し て 以 来 . 結 論 を 得 る ま で に 8年四才月をつ

いや Lてい るが，その問 LorenもZ は他のスタヲフとともに.あたかも精密科

学のように願 を 追 っ て 問 題 と 取 り組ん t..z..まず基礎方程式を立て.その近似度

を 目経験でヲ 墨 ，タ1.-.さらに簡単から使雑へと多くりケ ー スについて拠地の観

測と照合1.-.十舟な融 僧を得てから'"輸にとりかか っ た 。 こ う し て 得 ら れ た 報

告に基づいて. I 927年から実際の工事が始まラアこりであるが 9年の年月

が必皇室とされていたにもかかわらず .科字的な計甑に従って順序よく施工され

たために .わずか 5年後の 19 3 2年には見事完成を見たのである.

( LorenもZ の計算結果はダム完成後 .暴風の来 るごとに検 iilfされてお内

1 9 5 3年。高織の際にも理論 舗 と拠調他 はおどろく程一致したといわれて い

る。)

以上でも明らかなようにLorentzの熱意と偉大さはもちろんであるが， こ

のような科学的な方法でこり大事業を出発させ .8年もの検討を彼に 許 したオ

ラ γ ダの政 治家町議見 ，度量・科学者へり償額に対 "て深いJ感銘を覚 えるりは

弘一人ではあるまい.

， J1p，学しずはた，の紙面を埋めるにはふさ円しからぬものとなってしまったが

以上は単に防民対策に対する示唆を与える F けでなく .地道な科学的な研究が

ど ん な に 大切であるかということ ，そしていかに復雑な事阜でも .かかる方法
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ιよるなら出解出引の j/i.が聞か ltるで.!i>ろう己畠を教えている.

笹雑 な 自然現皐を研究対象 bずる ' 地 学 ， 上 の 緒 問 題 。 解 訳 の た め に も . 彼

自方法~ .彼に 対 する ずラン〆の政 治 家 の 態 度 には考えさせられゐものが多い

りである.
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